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建物が X 方向に乾燥収縮し、LRB に初期変形が生じ
た後に、X,Y,および 45°方向に変形が進むときの、
LRB1,5 の変位と降伏面との関係を図２に示した。




























Measurements of dry shrinkage and its effect to seismic ability for a base isolated building 
Part 2 Effect to seismic ability 


























NS(1995)、El Centro NS(1940)の 2波とし、最大速度を変
化させて使用した。 
神戸 NS を 45°方向に最大速度 15cm/s、50cm/s で入





次に、建物のねじれ応答を見るために LRB1と 5の Y
方向変形の関係を、神戸 NS、El Centro NS入力時につい
て、それぞれ図 6、7 示す。応答が図上で 45°方向に推









図 8 は、El Centro NS 最大速度 15cm/sを、入力方向








































図 5 LRB１の X 方向変形－X方向荷重関係 
図 6 LRB1,5 の Y 方向変形相関（神戸 NS） 
図 7 LRB1,5 の Y 方向変形相関(El Centro NS) 
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